
環境フェスタ特別企画「会津の未来に向けて出来ること」

の開催について

　環境問題は、私たちの身の回りの自然環境や生活環境の問題から、地球温暖化対策や資源・エ

ネルギー問題など広範に及び、多様化・複雑化しており、その解決に向けて、環境と社会との共

生・持続可能性の仕組みづくりが求められています。

　そうしたなか、本市では、次代を担う子供たちに、美しい自然、安全な地球、豊かで幸せな生

活環境を引き継ぐため、市民・企業・行政がパートナーシップを強め、相互の情報交換や自己研

鑽により知識を深めながら、環境保全等に関する啓発活動を行うことを目的に、例年、環境フェ

スティバル実行委員会の皆様とともに「環境フェスタ」を開催してきたところです。

　近年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、例年のような催しが行えない状況にあるも

のの、環境保全や脱炭素、ゴミ問題に関する啓発は今まさに欠かすことのできない重要な取組で

あるとの実行委員会の皆様の思いのもと、「環境フェスタ」の代替企画として、以下の内容で、

「環境フェスタ特別企画」を開催することとなりました。

　広く市民の皆様へ周知くださいますとともに、当日の取材等についてもご配慮いただき、「ゼ

ロカーボンシティ会津若松」の推進にご協力をくださいますようお願いいたします。

１．主　催

　　　　会津若松市環境フェスティバル実行委員会（構成：28団体）※加入団体は裏面のとおり。

２．共　催

　　　　会津若松市

３．イベントの概要

（1）イベントの名称　環境フェスタ特別企画　　

（2）開催日時　　　　令和５年２月12日（日）13：00～16：30（開会式　13時 00分～）

（3）会場　　　　　　会津若松市　文化センター　文化ホール　　

（4）実施内容　　　　

　　①古着を使ったファッションショー　　　　

　　　主催：もったいない会津

　　　　　　もったいない会津は、環境フェスティバル実行委員会の委員であり、「ゴミの減量

と生きがいの増量　女性の輝きで地域を豊かに」をテーマにゴミ問題に対し、活動を

行っている団体です。

　　　主な活動

　　　　古着や古布をカラーコーディネートして、女性を美しくすることであり、その活動の

一環として今回ファッションショーを開催します。

　　②講演：「ゼロカーボンの現状と課題」

　　　講師：講師　五味　馨　さん

　　　所属：国立研究開発法人　国立環境研究所

　　　　　　福島地域協働研究拠点

令和３年11月に福島県が主催した「ふくしまゼロカーボン DAY！」でも県民総ぐる

みで実現する「ゼロカーボンふくしま」というテーマで講演をされており、ゼロ

カーボンの現状と課題について講演いただきます。

　ゼロカーボンを達成するために私たちに何ができるのかを一緒に学びます。
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　　③「ゴミ問題」に関するドキュメンタリー映画視聴

　　　１．プラスチックの海

　　マイクロプラスチック問題に焦点を当てた映画です。

　年間 800万トンものプラスチックが海に捨てられているといわれており、その大半は

海底に沈み、海面や海中を漂うプラスチックも永久に分解されず、マイクロプラスチッ

クとして食物連鎖の一部となっています。

　このマイクロプラスチックによる海洋汚染について問題提起を行っています。

　　　２．もったいないキッチン　　

　　日本の食品ロスは、実は世界トップクラスです。

　　毎年６４３万トンが捨てられており、国民一人あたり毎日おにぎり１個分を捨ててい

るのと同じ量である。映画監督のダーヴィド・グロスは捨てられてしまう食材を救出し、

キッチンカーで美味しい料理に変身させる「もったいないキッチン」をオープンします。

　この映画の舞台は、日本となっています。

問い合わせ・申込先：会津若松市　環境生活課環境グループ（加藤）

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　0242-39-1221（直通）

　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0242-39-1420

　　　　　　　　　　メール　kankyo@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp


